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Ⅰ 理念・基本方針・ビジョン 

 
    

  

 

 

 

 

１ 私たちは、住民の声に耳を傾け、時代とニーズに即した効果的な事業を展開します。 

２ 私たちは、常に住民の立場に立ち、その人権を尊重します。 

３ 私たちは、多くの諸機関･諸団体と連携･協働し、広域的なネットワークを構築します。 

４ 私たちは、専門職としての自覚と誇りを持ち、常に資質の向上に努めます。 

５ 私たちは、開かれた組織づくりと健全な経営に努め、組織の基盤強化を図ります。 

 

 

  

地域福祉課 
福祉学習及び住民主体の支え合い活動を推進し、住民が抱える一つひとつの生活課

題を解決できる地域をつくります。 

介護事業課 
生きにくさ、暮らしにくさを抱えた高齢者・障がいのある人が“生まれてきてよかった”と

思える人生づくりに貢献します。 

障がい福祉課 
どんな障がいがあっても、個人としての尊厳にふさわしい生活を営むことができるよう

な支援の環境をつくります。 

総  務  課 
全ての職員が理念の実現に向けて健康的に、安心して、やりがいを感じながら、互い

に高め合い、気持ちよく働ける組織をつくります。 

 

 

 

 

 

 

◆スローガン 

思いやりの心を大切に、ずくだせ・知恵だせ・元気だせ 

支えあい 誰もが安心して暮らせる福祉のまち 安曇野 

基本方針 

理 念 

ビジョン 
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Ⅱ 経営環境の変化 （主なもの） 

■ コロナ禍による、人と人との「ふれあい」の機会の減少 

外出の自粛、地域のサロンなど人が集まる場の開催の自粛が続くことで、身近な地域における人と人との

繋がりの維持継続が困難となっており、繋がりを必要としている方への支援が行き届きにくくなっています。ま

た、地区社協や地域のボランティアグループなど、人のため・地域のために活動したいと思っている方々が十

分に活動できず、その意欲の低下が危惧されます。 

 

■ コロナ禍における新たな取り組みが、地域づくりにおける新たなつながりへ 

地区社協等の事業においては、例えば「集まる」のではなく「訪問する」方法に変えることで、よりきめ細やかな

支援に繋がるなど、新たな事業効果を探る機会にもなっています。また、学校消毒ボランティアがその後の住民

と学校との継続的な繋がりに発展するなど、コロナ禍で生まれた取り組みが新たな地域づくりの形に結びついて

もいます。加えて、コロナ禍における当会の取り組みに対して、広く全国的に他自治体からの問い合わせもあり、

同じ地域福祉を推進する社協同士の情報共有の一環にも繋がっています。 

 

■ 子育て支援事業－高まる需要 

 コロナ禍での制限のある日常生活において、乳幼児親子の安全安心な居場所としての児童館へのニーズは

一層高まっています。当会の児童館来館者数においても、警戒レベルが比較的低下していた 12 月度は、過去

5年間で最多(9館合計 7,749人)でした。また、コロナ禍だからこそ、様々な媒体を有効に活用し利用者に新鮮

で正確な情報を発信する必要性を感じています。 

令和 2 年 7 月の調査では、全国における放課後児童クラブ登録児童数は 130 万人を超え、放課後児童ク

ラブ数は 2万 6千か所を超え、共に過去最高数値であり、その需要の高まりが伺えます。安曇野市においても、

放課後児童クラブにおける小学 6年生までの受け入れ拡充が推進されており、穂高北小児童クラブにおいては

令和 4年度の児童館新館オープンとともに 6年生までの利用が始まる予定となっています。関係機関との十分

な連携のもと、スムーズな運営開始に向けた準備期間が必要となります。 

ファミリー・サポート・センター事業においては、家庭環境等から、保護者に対する細かな配慮が必要なケー

スが増えています。一方、協力会員となり地域で役に立ちたい、と望む住民も多くおり、本事業に対する住民の

関心、需要の高まりが伺えます。 

■ 介護報酬の改定 

4 月に改定される介護報酬額は、全体で 0.7％の増額となりました。新型コロナウイルスの対応などで厳しくな

っている介護事業者の経営を安定させることを重視したものと思われます。一方で、事業者には感染症や災害

対応が義務づけられることとなります。 
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■ 令和 3 年度障害福祉サービス等報酬改定の動向 

令和３年４月の報酬改定では全体で+0.56%の増加（うち新型コロナウイルス感染症対応の特例的評価

+0.05%令和３年９月まで）となりました。基本的に質の向上のため基本報酬の見直しと加算の充実がセットにな

り、算定は複雑化していく傾向にあります。 

新型コロナウイルスに対しては基礎疾患等リスクの高い利用者も多く、引き続き感染防止が必要です。 

 

■ 働き方改革への対応 

 我が国は、「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」「育児や介護と仕事との両立のための働き手のニーズ

の多様化」などの状況に直面しています。この課題解決のため、国は働く人がそれぞれの事情に応じて多様な

働き方を選べ、将来に対してよい展望をもてる社会を実現するという「働き方改革」を進めています。また、高年

齢者が意欲と能力がある限り年齢にかかわりなく働くことができる生涯現役社会の実現に向け、企業は雇用環

境の整備が求められています。 
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Ⅲ 令和 3年度重点テーマ  
重点テーマ ▼   

法人全体 
○法人内外の連携を強化し、地域共生社会の基盤づくりに貢献します。 

○持続発展する法人運営を目指し、福祉人材の「確保」「育成」「定着」に努めます。 

 

【地域福祉課】         互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します 

新しい生活様式の中で、

誰もが地域とつながること

を支援する 

・「受け手」「担い手」の区別なく、誰もが自分のできることで参加・活動でき、人や地域と

繋がることを支援します。 

・コロナ禍を、従来の事業を見直すチャンスと捉え、新たな生活様式を取り入れた安

全・安心かつ効果的な事業の開発・実施に積極的に取り組みます。 

・地域住民が、より新しく正確でかつ多様な情報を入手でき、手軽に社協事業や地域

活動と繋がることができるよう、ホームページをはじめとする情報発信ツールを積極的

に活用します。 

 

 

 

 

【介護事業課】 社協ならではの介護サービスを提供します 

人材育成 ・介護事業の運営を担う人材を育成します。 

在宅介護支援 ・「在宅の限界値」を高める取り組みを推進します。 

【障がい福祉課】 事業所ごとの役割と機能を強化します 

利用者のチャレンジを応援

する 

・仕事・社会参加・創作活動など経験の幅を広げ、一人ひとりのチャレンジを応援しま

す。 

支援力の充実 
・個別支援計画に沿って統一的な支援を行うと共に、研修会やケース検討により知

識・技術などの支援力を充実させます。 

工賃の向上 
・利用者の経済的自立に向けて、それぞれ事業所において現状工賃からの向上を図

ります。 

つながりを増やす 
・複合化する課題解決のため、他事業所とのつながりを強めます。 

地域の個人・団体・企業とのつながりを広げます。 

【総務課】    「人財」を育てる土台をつくります 

職場環境の整備 ・職場環境の充実を図るため、施設改修を進めます。 

人事評価制度の実施 
・より納得性の高い人事制度の構築と働きがいのある職場実現のため、人事評価制度

（能力評価・目標管理）を実施（試行）していきます。 

多様な働き手の就業促進 ・女性、障がい者、高齢者等、多様な働き手が働きやすい職場づくりを推進します。 
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Ⅳ 各課の事業計画 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地 域 福 祉 課 

▲ コロナが収束したら… 

本所及び各支所にて、地域の方々のコロナ収

束後の「夢」を紹介しています。 

いつでも希望を持って、前を向いて生活して

いきたいものです。 
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第 3 期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【
愛
称
】
福
祉
８
３
プ
ラ
ン
（
ふ
く
し
は
ち
さ
ん
プ
ラ
ン
） 

【
理
念
】
８
３
の
地
域
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
輝
か
せ
支
え
合
い
の
風
土
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

基本目標１ 

支え合い安心して 

その人らしく 

暮らせる 

地域のしくみづくり 

基本目標２ 

生きる喜びを 

感じながら 

お互いの顔が 

見える関係づくり 

基本目標３ 

地域の支えあいを 

担う人づくり 

１-１ 安全・安心のしくみづくり 

１-２ 生活課題を解決するしくみづくり 

１-３ 活動を推進する 

地域のネットワークづくり 

２-１ 健康・長寿と 

生きがいにつながる仲間づくり 

２-２ 子ども・子育てに係る 

        支え合いの関係づくり 

２-３ 誰もが活動参加できる環境づくり 

３-１ 福祉の意識を高める機会づくり 

３-２ 地域福祉活動の担い手づくり 

基本目標 施策・活動の目的 
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3-2-1 地域福祉の担い手育成       3-2-2 担い手を支えるしくみづくり 
・誰もが担い手となれる支援の展開        ・必要な時に専門的な支援を利用できる体制づくり 
・支え合い活動へのつなぎ             ・活動を互いに支え合える場づくり 

1-1-1 ８３区の支援体制の充実       1-1-2 防災･災害時の支え合い強化 
・地域コミュニティによる支援システムの構築   ・防災･減災につながる支え合いの推進 
・民生児童委員・児童委員への支援強化         ・避難行動要支援者への支援強化 
・犯罪･事故･消費者被害等の予防活動の推進 

1-2-1 包括的な相談支援体制の構築    1-2-2 予防を目的とした福祉の推進 
・総合相談支援体制の充実                     ・わかりやすい情報の発信 
・生活困窮者への支援強化                     ・見守り･声かけ･つなぐの定着促進 
・制度の狭間を支える体制及び社会資源の整備   ・生活課題の把握と対策の推進 

1-3-1 地域福祉活動への参加促進     1-3-2 地域協働のまちづくり 
・地域福祉の普及活動の推進                   ・  
・社会資源と福祉ニーズの把握と結び付け       ・専門性を活かした福祉活動の支援 
・関係機関における情報共有･機能的連携の促進 

2-1-1 健康･生きがいづくりの推進    2-1-2 活動拠点の拡充 
・健康に対する意識の向上                     ・  
・自発的に取り組む健康づくり                 ・当事者同士が支え合える場づくり 
・生涯学習による自己実現の推進 

2-2-1 子育てしやすい環境整備       2-2-2 次代を担う豊かな人づくり 
・子育てに対する相談支援の強化               ・地域への愛着を育む取り組みの推進 
・地域で子どもを育てる風土の醸成             ・子どもと家族を支えるしくみづくり 

3-1-1 福祉学習の推進              3-1-2 人権と共生の意識向上 
・共に生きる力を育む機会の提供           ・自立と尊厳の保持 
・地域の一員としての役割の啓発           ・多文化共生のまちづくり 

施策・活動の取り組み内容 

 

2-3-1 社会参加の機会と環境づくり    2-3-2 つながりあう地域づくり 
・地域社会からの孤立の防止                  ・多様な活動と参加の場づくり 
・地域共生社会の実現に向けた体制整備        ・地域文化の振興と福祉の融合 
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◄ 穂高地域『地域のたんけん隊』（R2.8 月） 

小学生が、災害時に避難場所となる各地区公民

館までルートを確認しながら歩いてくるとい

う、防災学習を兼ねた地域行事。公民館では地

域のボランティアさんによる手作りプレゼン

トも用意されました。 

 

 

 

  

地域福祉係 
 コロナ禍のこんな時だからこそ、「顔の見えるつながりづくりの

活動」を、地域の方々と一緒に続けていきます 

 
課の重点テーマ 
【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】を受
け、地域福祉係では具体的に・・・ 

 

①「受け手」「担い手」の区別なく、誰もが自分のできることで参加・活動でき、人

や地域とつながることを支援します。 

②コロナ禍を、従来の事業を見直すチャンスと捉え、新たな生活様式を取り入れ

た安全・安心かつ効果的な事業の開発・実施に積極的に取り組みます 

③地域住民が、より新しく正確でかつ多様な情報を入手でき、手軽に社協事業

や地域活動とつながることができるよう、ホームページはじめとする情報発信ツ

ールを積極的に活用します。 
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◄三郷支部社協『ドライブスルー方式による花植

え事業』（R2.5 月） 

コロナ禍のため例年とはやり方を変え、車で資

材を取りに来ていただき、各地区で花植えをし

ていただくドライブスルー方式にて実施しまし

た。 

 

地域福祉課 「しくみづくり」の事業 

事 業 名 支部・地区社協活動の支援／社協福祉員の普及 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業  

 

目的と概要 支部・地区社協は、身近な生活圏域における住民主体の支え合い活動を推進す

る住民による組織です。地区社協(84 地区)は「顔の見える関係づくり」、「居場所づく

り」、「お互いさまの支え合い活動」等を地域(地区)の文化や実状に合わせて展開しま

す。また「社協福祉員」は、「向こう三軒両隣」の自然な関係の中で、さりげなく「見守

り」、日頃からの「声かけ」、そして何か気になること、困りごとがあった時の相談窓口へ

の「つなぎ役」としての役割を隣組長さんにお願いしています。 

 

R3 年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
８４地区社協ごとの地域福祉活動計画策定を支援します。 

福祉員の「役割」について啓発をします。啓発は地区説明会で行います。 

指標と数値 
支部運営会議の開催：年 6回 / 広報誌への地区社協特集記事掲載： 年 3回 

地区説明会における福祉員の啓発： 40回/5地域 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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地域福祉課 「しくみづくり」の事業 

事 業 名 防災・災害時の支え合い強化事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的と概要 地震や台風等による災害が実際に発生した時、地域のつながりやボランティア活動

が、とても大きな力になることを過去の災害から学びました。わたしたちには、防災や災

害時の支え合いについての「関心」を持ち続け、十分に「備え」、いざという時にきちんと

「行動できる」ことが求められます。当事業の目的は、このようなニーズに対応するため、

安曇野市又は近隣市町村が被災した時に、わたしたちは具体的に何ができるのか、ま

た何をすべきなのかを整理して、いざという時に備えることです。 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
地域住民が災害を我がごととしてとらえ、日頃の支え合いやつながりの大切さを意識できるようにします。そ

れらを実践できるためのマニュアル等の作成・訓練を実施します。 

指標と数値 
災害時住民支え合いマップ研修会の継続実施（支所単位）： 各支所 1回/年 

事業継続計画（BCP）の見直し・関連マニュアル作成・訓練の実施： 1回/年 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

◄豊科地域『災害時住民支え合いマップ研修

会』（R2.9 月） 

コロナ禍における、避難の仕方や避難所の様

子等について学びました。 
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地域福祉課 「しくみづくり」の事業 

事 業 名 生活困窮者自立支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者（現に経済的に困窮し、最低限度の

生活を維持することができなくなるおそれのある者）の経済的な自立促進を図ることがこ

の事業の目的です。主として相談対応、自立支援計画の作成及び関係機関との連絡

調整を行います。平成 27 年度に安曇野市から受託し、自立相談支援事業を進めてい

ます。 

 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
家計の抱える課題を、世帯全体で考えることができるよう家計改善支援を行います。 

その際に家計表や家計改善プラン、自立支援プランを活用し、「見える化」します。 

指標と数値 
自立支援プラン年間作成： 40件/年 

その内、家計改善プランとの共同作成： 10件/年 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者自立支援事業の利用者数 （人） 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2見込 R3 

利用実人数 276 327 306 268 808 ― 

内・新規利用者 159 143 122 125 540 ― 

緊急小口資金 15 6 13 12 3 ― 

食糧支援 35 39 32 37 89 ― 

就労支援 30 31 17 29 14 ― 

個別プラン作成 21 21 16 21 8 ― 

住居確保給付金 3 3 1 9 35 ― 
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地域福祉課 「しくみづくり」の事業 

事 業 名 生活支援体制整備事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 生活支援体制整備事業では、日常生活上の支援が必要になっても住み慣れた

地域で安心して、生きがいをもって暮らすことのできる地域づくりを目指し、

「住民が主体」となった支え合い活動の取り組みを推進していきます。また、

多様な主体による生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築するため、分

野の枠を超え、あらゆる地域資源と連携を図ります。さらに第 2 層協議体の運

営を通して生活支援ニーズ及び地域資源の把握を行い地域の高齢者等が抱える

課題解決に向けて取り組みを進めます。 

 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
コロナ禍であっても、互いに支え合える地域づくりをめざし、地域活動や支え合いの仕組づくりを協議体で

検討します。アンケートなどにより地域の課題・現状把握に努めます。 

指標と数値 
生活支援コーディネーターを含む事業全体の周知・啓発： 広報誌の発行 2回/年 

支え合いの仕組づくり支援： 2地区/年（事例検討・ノウハウの提供を行う） 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ 三郷地域協議体による視察研修

（R2.12 月） 

〝地域における居場所・たまり場作り

〟に向け、明科の「のきさきカフェ」の

取り組みを学びに行きました。 



 

14 

 

地域福祉課 「しくみづくり」の事業 

事 業 名 ボランティアセンター事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 地域福祉活動を推進していくためには、地域住民だけでなく、関係団体や関

連事業者はもとより、あらゆる民間組織との協同を視野に入れて展開していく

ことが求められます。各々の得意分野や専門性を活かした支え合いの活動を包

括的かつ継続的に支援するためのネットワークの拠点として、ボランティアセ

ンターの機能の充実を図ります。また、災害時・復興時の助け合いの拠点とし

ての機能充実と関係機関との連携強化を図ります。 

 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
活動拠点としてネットワーク機能の充実を図るとともに、災害ボランティアの育成を図ります。また、SDGｓの

17の目標をもちいた、ボランティアセンターの活動の周知に努めます。 

指標と数値 
災害時ボランティア育成講座の開催： 連続講座１回/年 

SDGｓによる 17の目標を用いた活動の周知： ボランティア情報誌への掲載/通年 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄シトラスリボンプロジェクト・医療従事者

支援募金 

 コロナ禍の偏見や差別をなくす運動とと

もに、県内の医療従事者を支援する募

金を本所・各支所の窓口で実施しまし

た。 
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地域福祉課 「関係づくり」の事業 

事 業 名 朗人大学の運営事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

目的と概要 60 歳以上の方を対象とした朗人大学の主な目的は、「学生」たちが新たな知識を習

得しながら健康づくり、生きがいづくり、及び仲間づくりを行うこと。そして、年輩者の優れ

た能力や経験を広く地域づくりに役立てていただくことです。講座は健康、生活、文化、

地域福祉、趣味等の教養講座及び実践講座があり、月に 1 日ずつ（年間 12 日）開催

します。また「ボランティア実践講座」だけでなく、学生による地域活動の更なる推進に

向け、社協事業との連携も図っていきます。 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
「ボランティア実践講座」へ参加後、振り返りとまとめの講座を行い、在学中・卒業後も地域の支え合い活動

へ参加するきっかけづくりと活動が継続できるよう支援します。 

指標と数値 
学生へのアンケート『朗人大学卒業後、「地域の支え合い活動」に参加したいと思いますか？』の“思う”へ

の回答率： 50％以上 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

◄ R2年度 9月入学式の様子 

66 人の学生は午前・午後に分か

れ学習します。写真は午前の部の

正副班長の自己紹介の場面。 
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地域福祉課 「関係づくり」／「人づくり」の事業 

事 業 名 ふれあい・いきいきサロン／地域福祉を担う人材育成 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 「ふれあい・いきいきサロン」には、住民同士のふれあい・支え合いの場だけでなく、介

護予防、生きがいづくり、生活課題への気づきの場としての機能が期待されています。

「支え合い安心してその人らしく暮らせるしくみづくり」の一環としてサロンを推進し、住民

の自発的・自律的な活動として発展していけるように支援します。また、サロン活動のよ

うな地域活動の担い手として、誰もが自身の役割を感じることができるような支援を行っ

ていきます。 

 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
コロナ禍におけるサロンどうしの「つながり」構築について、市内の活動事例を紹介するとともに、地区サロン

の開催状況に応じて実践できる手法を体験型で伝えていきます。 

指標と数値 地域の世話やきさん講座 with コロナ de支え合い講座の開催： 5回/年 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ R2 年度、コロナ禍によりサロン交流

会は開催せず、各地区の活動状況や

課題を把握するためのアンケート調査

を実施しました。多くの地区がサロンを

自粛せざる得ない状況の中、地域のつ

ながりの切れない活動の提案や、サロン

再開時における留意点などまとめたヒン

ト集を発行しました。 
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地域福祉課 「人づくり」の事業 

事 業 名 福祉学習推進事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 学校と地域が連携し、子どもたちの「福祉のこころ」を育むために体験や学習を支援

し、世代間の交流を通して大人と子どもが共に学びあう福祉学習を推進します。また、

住民が「わたしたちの地域を、わたしたちでつくっていく」ために、サロン活動や地域学習

会等を利用して地域の福祉力の強化に努めます。「教える-教わる」関係ではなく、地

域住民一人ひとりが自ら気づき、自ら行動していくことを、社協のボランティアコーディネ

ーターが中心となって支援していきます。 

   

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
学校と地域のつながりを支援するため、学校・教育委員会との更なる連携を図ります。 

コロナ禍でもつながりを大切にした取り組みを進めていきます。 

指標と数値 
福祉教育研修会の開催： 1回/年 

学校に地域の居場所をつくるための連携事業の実施： 1校/年 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲R2年度 堀金小学校 福祉学習 

コロナ禍による偏見や差別をテーマとした 

人権学習 
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地域福祉課 「人づくり」の事業 

事 業 名 社会福祉大会の開催 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 学校・地域における福祉活動の実践発表及び福祉にまつわる講演会等を通して、住

民自らが地域の中にある「生活課題」を意識し、地域における「支え合い」の大切さに気

づき、活動参加への意欲ときっかけづくりとなることを目指します。大勢の住民が福祉を

テーマに集う場であり、世代を超えた福祉学習、福祉に関する情報発信、様々な人の

社会参加と交流の場でもあります。 

 

R3年度 （主なものを 1つ） 

目標と手段 
コロナ禍により地域における福祉活動や行事等が実施困難となっている今だからこそ、より多くの方に地域

福祉に関心を持っていただけるよう、開催方法にも配慮・工夫した上で実施します。 

指標と数値 地域や学校による福祉活動実践発表：2事例以上（実演によるか書面によるか等、開催方法による） 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 第 14回社会福祉大会での様子 

地域での実践事例発表後のインタビューの様子と、西川ヘレンさんによる講演 
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ＤＡＴＡ 数字で見る地域福祉 

 

新規支援会員への説明会を継続して開催します。また支援会員定着のための交流会の開催を検討します。 

 

地域ケア個別会議の開催は重点課題ではありますが、会議を契機にした政策提案が一つでも多くできるように努めていきます。 

 

依然として利用ニーズが高い事業です。支援関係者の理解が不足し、事業利用が契約者の自立支援につながらないことがないよう

事業の啓発も同時に行っていきます。 

 

 

 

 

 

住民参加型有償在宅福祉サービス事業（しあわせ・あづみん）の実績及び主な支援内容 

項 目 H29 H30 R1 R2見込 R3目標 

支援会員数（人） ― ― 55 66 75 

延べ支援回数（回） 131 101 61 58 70 

支援内容① ゴミ出し 見守り ゴミ出し ゴミ出し ゴミ出し 

支援内容② その他 ゴミ出し 庭草取り 庭草取り 庭草取り 

支援内容③ ペット世話 庭草取り 清掃整理 買い物 買い物 

地域包括支援センターの実績及び次年度目標（件） 

 センター名 H29 H30 R1 R2見込み R3目標 

相談件数 
南部包括 3,420 3,261 3,485 3,500 3,600 

北部包括 4,160 5,105 5,653 5,700 5,800 

地域ケア 

個別会議 

南部包括 2 5 3 1 2 

北部包括 10 1 1 1 2 

日常生活自立支援事業の利用者数 （人） 

項 目 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2見込み R3 

利用実人数 43 52 54 57 ― 

内・新規契約者 10 18 1 13 ― 

契約待機 1 2 8 5 ― 

認知症高齢者 17 22 18 18 ー 

精神障がい者 13 13 16 16 ― 

知的障がい者 13 17 20 20 ― 
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新型コロナウイルス感染症による失業・休業者の多い状況は続きます。包括的な支援体制を検討します。 

 

委託料減額により相談回数を減じての運営となりますが、相談の質を落とすことなく相談者に寄り添います。 

 

令和 3年度は新型コロナウイルス感染症の状況を見極めながら、実施形態の変更も視野に開催に向けて積極的に検討します。 

令和２年度は事業を中止しました。 

 

生活福祉資金貸付事業の貸付及びその内訳 （件）   

項 目 Ｈ29 H30 R1 R2見込み R3 

貸付中件数（通常貸付） 165 175 188 164 ― 

内 新規貸付件数    20    26    24    17 ― 

総合支援資金 3 3 1 5 ― 

緊急小口資金 6 13 12 3 ― 

教育支援資金 8 4 7 7 ― 

その他資金 3 6 4 2 ― 

貸付中件数（特例貸付） -- -- 2 825 ― 

 内 総合支援資金 -- -- 0 502 ― 

内 緊急小口資金 -- -- 2 323 ― 

心配ごと相談事業における相談件数 （件）及び主な相談内容 （多い順） 

項 目 H29 H30 R1 R2見込み R3 

相談件数 83 76 67 67 ― 

相談内容① 
家族・親族 
子育て関係 

家族・親族 
子育て関係 

家族・親族 
子育て関係 

家族・親族 
子育て関係 ― 

相談内容② 土地・建物 遺産相続 
高齢者の暮ら

し・サービス 
結婚・離婚問題 ― 

相談内容③ 近隣住民 近隣住民 
生計困難・ 

多重債務 
近隣住民 ― 

無料法律相談 12 7 12 7 ― 

ふれあいバスの旅の参加者実績及び主な目的地 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 

行 先 群馬県 富山県 静岡県 新潟県 中止 

参加者数（人） 363 479 371 402 ― 

一人暮らし高齢者 108 167 99 113 ― 

高齢者のみ世帯 119 153 138 137 ― 

障がいのある方 136 159 134 152 ― 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【豊科支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】 

重点事業１． 支部・地区社協活動の支援 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
すべての市民が地域福祉の目的を共有し、生活課題解決に主体的に参画する仕組みを構築します。 

【指標】各区説明会の開催、広報誌の発行 【目標数値】説明会（全区）、地区社協だより（年 4 回） 

具体的な手法 
各区において「地域福祉」について説明するほか、区の地域課題解決に向けた区主体の取組を支援します。 

支部・地区社協の意義や事業の紹介、一人ひとりが主体的に地域福祉に関わる必要性など広報します。 

「人づくり」 

の効果 

一人ひとりが地域福祉を理解し参画することにより、支え合い、助け合う地域社会の仕組みが構築できます。 

毎年福祉員について説明することにより、隣組内の「見守り」「声かけ」「つなぎ役」の意識づけができます。 

「つながり」 

の可能性 

一人ひとりの参画による住民相互のつながりとともに、あらゆる課題解決に関わる区内地縁組織（地区社協、地

区公民館、ボランティア組織など）や民生児童委員など横断的な連携を図ることができます。 

 

重点事業２． ボランティアセンター運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
高齢社会下で、一人ひとりが「できることをやる」意識を醸成するためボランティアを推進します。 

【指標】ボランティア講座開催数、団体交流会開催数 【目標数値】講座 9 回、交流会 3 回以上 

具体的な手法 
ボランティアを始めたい方への基礎及び体験講座、団体スキルアップのための講座等を開催します。 

ボランティア団体相互の情報共有やネットワークづくりのための交流会、意見交換会を開催します。 

「人づくり」 

の効果 

一人ひとりが意識を持って「できることをやる」ことから、市民主体の地域づくりが進められます。 

ボランティア団体構成員のスキルアップが図られ、主体的に地域課題解決に関わることができます。 

「つながり」 

の可能性 

ボランティアを始めたい人と団体、また課題解決のための団体相互の連携が図られます。 

団体のネットワークにより情報共有が図られ、相互の協力・連携体制が確立します。 

 

重点事業３． 子ども食堂事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
コロナ禍がさらに貧困家庭へ影響をもたらしていることから、その支援の一助とし実施します。 

【指標】食事提供者数 【目標数値】年 3 回各 50 食（人） 

具体的な手法 
全市域のひとり親家庭を対象に、食事の提供は、配食弁当提供 1 回、調理料理提供 2 回とします。 

食事の提供のほか、レクリエーション、「食や命」の話、交流等の時間を設けます。 

「人づくり」 

の効果 

子どもたちや保護者に「食や命」の大切さを伝えることで、支え合いの精神が養われます。 

市民参画の実行委員会形式により、各人の主体性が養われ、将来市民の輪による自主運営とします。 

「つながり」 

の可能性 

実行委員会は、ひとり親家庭等福祉会、NPO 法人 JA あづみくらしの助け合いネットワークあんしん、

調理師、支部社協などを構成員とするほか、信州子ども食堂ネットワークと連携・協働します。 

 

中間評価 

（進捗） 

 

年間の総括 

（振り返り） 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【穂高支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】 

重点事業１．支えあい活動の推進事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
小地域における住民主体の「支え合いのしくみづくり」を推進します。 

【指標】地域学習会、説明会等の開催･出向回数         【目標数値】10 回 

具体的な手法 
学習会ご案内のチラシを更新し、地区社協会長等に年度当初から開催を働きかけます。また、支

え合い活動に係る事例紹介や情報交換の場を設けます。 

「人づくり」 

の効果 

住民主体の活動が活発になることで、受け手・担い手の区別なく、誰もが地域に関心を持ち、互助の意識が

高まっていくことが期待できます。 

「つながり」 

の可能性 

隣組・常会・地区等、地域内における「個」のつながり、区・地区社協・育成会・公民館等の「住

民組織」のつながり、及び支えあい活動に係る団体・民間事業所等の「関連組織」とのつながり 

 

重点事業２． ボランティアセンター運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
地域福祉に係るボランティア活動の担い手を支援し、活動の維持・発展を図ります。 

【指標】担い手の情報交換会開催数 / サロンの活動支援回数   【目標数値】5 回 / 10 回 

具体的な手法 
ボランティアセンターの主催で情報交換会を開催し、効果的に運営します。 

サロン活動の訪問や相談を通じ、課題及びニーズをキャッチして必要な支援を行います。 

「人づくり」 

の効果 
ボランティア活動の担い手を支援することにより、活動の継続、発展、及び拡がりを図ります。 

「つながり」 

の可能性 

担い手同士がつながることにより、取り組みの課題やノウハウを共有し、お互いの支え合いや活

動の発展につながることが期待できます。 

 

重点事業３．福祉センター管理運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／受託事業 

目 標 
福祉活動の拠点機能として、「情報の見える化」を更に充実させます。 

【指標】見える化整備の実施                【目標数値】通年 

具体的な手法 
玄関ロビー及び受付カウンターを再整備し、各種相談窓口、ボランティア情報等の「見える化」

を更に充実させます。 

「人づくり」 

の効果 

ボランティア情報等、地域福祉に係る情報の「見える化」を強化することにより、活動の担い手

づくりにつなげます。 

「つながり」 

の可能性 

相談窓口の見える化により、生活課題の解決につなげるとともに、当会と関連機関との連携を強

化します。また、取り組みの見える化によって担い手同士のつながりを図ります。 

 

中間評価 

（進捗） 

 

年間の総括 

（振り返り） 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【三郷支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】 

重点事業１． 三郷福祉教室 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
住民同士の支え合いや福祉について考える機会を作ります。 

【指標】初参加者の割合       【目標数値】定員の 4 分の 1 

具体的な手法 
時世に沿った興味関心を惹く講座を立案します。よりさまざま人へ情報が届くよう周知します。 

グループワークなどを取り入れた講座で、参加者が主体的に考えることができる講座を実施します。 

「人づくり」 

の効果 

住民同士の支え合いや福祉への理解、知識を深めることにより意識の向上を図ることが人づくりにつながりま

す。 

「つながり」 

の可能性 
4 回講座の中でグループワークなどを通して参加者同士のつながりづくりが期待できます。 

 

重点事業２． 地区社協活動の推進 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
地区社協活動が活性化されることで、住民主体の地域での支え合いを推進します。 

【指標】地区社協特別活動事業申請数 【目標数値】7/14 地区からの申請 

具体的な手法 
年度当初から地区社協会長に依頼し、地区社協や区での会議にて説明の時間をとってもらいます。 

過去の申請事例や、申請の流れを分かりやすくまとめて地区社協会長へ配布・説明をします。 

「人づくり」 

の効果 
地区社協活動をきっかけに、地域での支え合いに対する意識の向上につながります。 

「つながり」 

の可能性 

住民同士のつながり、区、地区社協、公民館、自主防災組織、及び民生児童委員などとのつなが

りが期待できます。 

 

重点事業３． 社協福祉員活動の普及 
会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい・共

同募金事業 

目 標 
地域住民に「安曇野市社協福祉員」の役割をご理解いただき、活動の浸透を図ります。 

【指標】①福祉員研修会の開催②高齢者安心訪問事業の実施【目標数値】①②ともに年 1 回実施 

具体的な手法 
三郷支部社協の総会にあわせて福祉員研修会を開催します。また、高齢者安心訪問事業を通して、

福祉員としての活動の機会をつくります。 

「人づくり」 

の効果 
隣近所での支え合い、助け合いの心を育むことにつながります。 

「つながり」 

の可能性 

隣近所を中心としたつながりづくりが期待できます。また、地区のいきいきサロン、シニアクラ

ブ、地区社協・区、民生児童委員、地域包括支援センター、及び市役所等とつながる可能性があ

ります。 

 

中間評価 

（進捗） 

 

年間の総括 

（振り返り） 

 



24 

 

地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【堀金支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】 

重点事業１． 地区社協活動の推進 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
小地域における支え合いの仕組みづくりを推進します。 

【指標】 ①地区説明会 ②各地区への訪問  【目標数値】 ①9 地区 ②各地区 2 事業 

具体的な手法 
①地区社協や区主催の会議において、小地域の支え合い活動の重要性を伝えていきます。 

②各地区の事業等に出向き、現状や人を知ることで仕組みづくりに役立てていきます。 

「人づくり」 

の効果 
支え合いの大切さを知るきっかけとなります。 

「つながり」 

の可能性 

地区社協の事業を通じて、住民同士、関係団体、関係機関等のつながりができます。また、各地区の現状

等について、生活支援体制整備事業協議体による仕組みづくりの検討に反映できます。 

 

重点事業２． 老人福祉センターの利用促進 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
地域住民が気軽に立ち寄っていただける窓口（拠点）として、その運営に努めます。 

【指標】利用者/入浴者  【目標数値】 月 1,200 名(年 14,400 名)/1 日 20 名/(年 2,800 名) 

具体的な手法 
地区社協や区主催の会議において、老人福祉センター事業を周知すると共に、施設内外の景観・環境整

備・早めの修繕を心掛け、適切な管理運営に努め利用者増を図ります。 

「人づくり」 

の効果 
生活意欲の向上や仲間づくりにつながります。健康維持にも期待できます。 

「つながり」 

の可能性 
利用者同士が顔見知りになり、住民同士のつながり、福祉団体・地域等とつながっていきます。 

 

重点事業３． 配食サービス 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
ボランティアの配食による見守りやニーズの把握とともに、交流の場となるよう支援します。 

【指標】 利用者数         【目標数値】 50 名 

具体的な手法 
民生児童委員にサービスが必要なひとり暮らし高齢者への呼びかけを行っていただきます。 

訪問の際、ボランティアに利用者のニーズを聞いていただき、今後の活動に活かします。 

「人づくり」 

の効果 
初めてボランティアを始める方もおり、更なる活動につながっています。 

「つながり」 

の可能性 
同じ地区のボランティアと利用者がつながることで、普段の見守りや支え合いにもつながります。 

 

中間評価 

（進捗） 

 

年間の総括 

（振り返り） 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【明科支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】 

重点事業１．認知症サポーター養成講座 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目 標 
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすために、いつでも誰でも見守りができる地域にします。 

【指標】 認知症サポーター養成講座の開催       【目標数値】 1 回／年 

具体的な手法 
住民の皆さんや、明科地域にある店舗・企業・事業所等へ認知症サポーター養成講座の案内をし、

誰にでもできる見守り活動への理解を求めていきます。 

「人づくり」 

の効果 

認知症について正しい知識をもち、認知症の方だけでなく、そのご家族を温かく見守る認知症サ

ポーターを養成します。 

「つながり」 

の可能性 
養成講座を通じて、住民、地域の企業・金融機関・商店等とのつながりを作ります。 

 

重点事業２．明科福祉まつり 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
実行委員の中で、福祉まつりを通した地域づくりを意識し、主体的に取り組んでいただきます。 

【指標】アンケート回収       【目標数値】100％ 

具体的な手法 

地区社協・ボランティア活動・福祉団体・社協事業等の活動と地域住民とが、福祉まつりをきっ

かけに「つながる」ことを実行委員会の中で確認します。また、実施後はアンケートにより検証

します。 

「人づくり」 

の効果 
コーナーの責任者を通して、地域福祉を担うリーダーとなる人材育成に期待ができます。 

「つながり」 

の可能性 

地域住民が交流する場となっているので、住民同士のつながり・福祉団体とのつながりを持つこ

とができます。 

 

重点事業３．おせち料理配布事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目 標 
おせち料理配布を通じ、ボランティアの活動意欲向上や高齢者の健やかな毎日に寄与します。 

【指標】広報誌あづみん掲載      【目標数値】年 1 回 

具体的な手法 
広報誌あづみんを利用してボランティアの募集を行い、この事業について共に考えていきます。

また、多くの対象者の方に周知していただくよう、民生児童委員の皆さんに依頼します。 

「人づくり」 

の効果 

ボランティアの高齢化が進む中で、元気に活動する場となり互いに支え合う地域づくり、お互い

の顔が見える関係づくりに期待ができます。 

「つながり」 

の可能性 

孤立しがちな一人暮らし高齢者や高齢者世帯、障がい者と地域をつなげるとともに、関係機関と

の連携を持つことができます。 

 

中間評価 

（進捗） 

 

年間の総括 

（振り返り） 
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▼ R2 年 10 月にオープンした、明科児童館【あかしなキッズワールド】内の『あかしなトレイン』 

改札、踏切、売店等もあり、手作りの箱型列車が所狭しと館内を走り回ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援係 
 コロナ禍のこんな時だからこそ、子育て中の方々が安

全に安心して利用できる場所や事業、情報が求められて

います 

 
課の重点テーマ 
【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進
します】を受け、子育て支援係では具体的に・・・ 

 

①「受け手」「担い手」の区別なく、誰もが自分のできることで参加・活

動でき、人や地域とつながることを支援します 

②コロナ禍を、従来の事業を見直すチャンスと捉え、新たな生活様式

を取り入れた安全・安心かつ効果的な事業の開発・実施に積極的

に取り組みます。 

③地域住民が、より新しく正確でかつ多様な情報を入手でき、手軽に

社協事業や地域活動とつながることができるよう、ホームページはじ

めとする情報発信ツールを積極的に活用します。 
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地域福祉課 「関係づくり」の事業 

事 業 名 児童館管理運営事業  

会計処理区分 社会福祉事業/児童館事業/児童館管理運営事業 

 

目的と概要 児童館では、①保護者の子育てに関する悩みや不安の軽減・解消を目的とした

「子育て相談事業」、②未就園児親子を対象とした「子育て支援事業」、③地域の

住民とともに異世代間の交流等を図る「地域ふれあい事業」、④小学生以上を対

象に、遊びを通して自主性、社会性及び豊かな情緒を育むことを目的とした「青少

年育成事業」、そして⑤放課後の児童の遊びや学習支援等を通し、保護者の子育

てと就労等との両立を支援する「放課後児童クラブ事業」等の事業を行なっており、

市内 9 館全てを当会が安曇野市から受託して運営しています。 

児童館がより多くの方に気軽に利用していただけるよう、各館が地域の方々と繋

がりながら、それぞれの特色を生かした事業に取り組みます。 

また、放課後児童クラブ事業においては、支援や配慮を必要とする児童の利用も

増えており、実施場所や職員体制など、安全な運営に向けた環境整備が課題で

す。 

 

 

 

 

児童館の来館者延人数 （人） の推移 

児童館来館者延べ人数 放課後児童クラブ延べ人数 

児童館名 R1  R2 見込 R3 目標 児童クラブ名 R1 R2 見込 R3 目標 

豊科中央 12,713 9,432 11,400 豊科南小 11,256 10,591 11,700 

高 家 10,759 7,836 9,400 豊科東小 5,278 5,217 5,800 

南穂高 10,273 7,433 9,000 豊科北小 12,550 12,196 13,400 

穂高中央 9,448 8,707 10,500 穂高南小 9,278 8,455 9,300 

穂高西部 6,538 5,642 6,800 穂高西小 12,262 9,437 10,400 

穂高北部 6,017 5,343 6,400 穂高北小 12,691 10,797 11,900 

三 郷 11,784 10,515 12,600 三 郷 22,932 20,997 23,100 

堀 金 9,885 8,603 10,400 堀 金 12,961 11,294 12,400 

明 科 6,648 5,905 7,100 明 科 7,163 6,066 6,700 

合 計 84,065 69,416 83,600 合 計 106,371 95,050 104,700 
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ファミリーサポート事業における会員数及び支援件数  

項 目 H28 H29  H30 R1 R2 見込 R3 目標 

協力会員数 (人) 111 115 107 118 117 130 

依頼会員数 （人） 790 791 760 866 946 1,050 

依頼協力会員（人） 34 29 31 32 33 35 

支援件数 （件） 1,905 1,980 1,929 1,644 1,037 1,150 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ 1,755 1,920 1,917 1,619 1,022 1,137 

病児・当日ｻﾎﾟｰﾄ 150 60 12 25 15 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉課 2 関係づくり /2-2 子ども・子育の支え合い /2-2-1 環境整備 

事 業 名 ファミリー・サポート・センター事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

目的と概要 社協の「ファミリー・サポート・センター」が事務局となり、依頼会員（子育てに手助

けを必要としている会員）と協力会員（手助けをする会員）とをつなぎ、子育ての「支

え合い活動」を推進します。預かる対象年齢は 0 歳から小学６年生までのお子さん

で、保育園・小学校等の送迎や親の外出時の託児等を行う「ファミリー・サポート」

と、病気のお子さんを預かる「病児サポート」、親の急病時や残業の際に預かる「当

日サポート」があります。料金は通常 1 時間 600 円（日・祝日は 700 円）です。ま

た、センター横に「リユースむすび隊」というお子さん用品のリユースコーナーを平成

２８年４月より設置し多くの方に利用して頂いています。この取り組みにより子育て世

代を支え、更にファミリー・サポートを周知する機会へとつながっています。 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

・産後の育児不安を抱える保護者が多い中、育児不安解消、居場所づくりや仲間づくりなどで昨年  

好評であったベビー＆マタ mamaCafé を定期的に開催します。 

・平日以外でも集う場所を求めている保護者が多い中、土曜日のカフェ（ぽっかぽかＣａｆｅ）を開催し

ます。場の提供と同時にファミサポの周知、会員登録につなげます。 

指標と数値 

・「ベビー＆マタ mamaCafé」 ：年 8 回開催、各回 10～15 組の参加 

（ハイハイができるまでのお子さんと保護者・妊婦さん対象） 

・「ぽっかぽか Cafe」 ：年 4 回開催、1 回 2 名の新規会員登録 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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高家児童館： 「たきべタウン」「おもちゃ病院」のさらなる発展 

主要事業内容 

昨年度からの新たな取り組み「たきべタウン」では、子どもたちが実際にお買い物ごっこを体験できるよ

うな環境を作り、児童館全体をごっこ遊びの場として楽しく安心して利用していただけるよう努めます。 

たきべタウンの中にある「おもちゃ病院」には、月 2 件程のおもちゃの修理の依頼があり、物を大切にす

ることを子どもや保護者に伝える良い機会にもなっています。今後、児童館のふれあいサポーターなど地

域の方に活躍していただくことで、おもちゃ病院を通じた多くの人と人との交流・つながり作りを目指しま

す。 

【指標】 ①来館者数増 ②おもちゃ病院依頼件数  【目標数値】 ①1 日 15 組  ②月平均 3 件 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

南穂高児童館： 「にこにこタイム」でにこにこ笑顔をつなげ人との輪を広げよう 

主要事業内容 

 平日毎日実施している乳幼児親子への支援の時間（にこにこタイム）を、より一層充実させていきます。

普段のにこにこタイムを継続して実施するとともに、各季節に応じた特別な「にこにこタイム～スペシャル」を

毎月 2 回企画し、幅広く多くの皆さんに参加していただき、より楽しみを持って児童館に来ていただけるよう

にします。 

児童館を支えてくださる地域のボランティアさんと一緒の参加型事業 (夏祭り・運動会・焼き芋会・クリス

マス会など)を企画し、来館者同士や地域の方々との交流を深め、人とのつながり作りに努めます。 

【指標】 年間来館者数                   【目標数値】  8,000 人 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

豊科中央児童館： 来館者の快適な居場所となる児童館 

主要事業内容 

すべての事業を通じて参加者を日頃の来館につなげていくことを目指します。特に小中学生が地域の

ボランティアさんに教えていただく「卓球の日」は歴史が長く当館の象徴的な事業でもあり、平均参加者

数の増加を目指します。また、児童館だよりには児童館がどういう施設か知らない方向けの情報も追加

し、今後の来館につなげていきます。併せて、誰もが快適に安心して過ごしていただけるよう、接遇・感染

対策・環境整備を行っていきます。 

【指標】 ①卓球の日参加者②平日の来館者  【目標数値】 ①平均 10 名②平均 10 組 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

各児童館の年間テーマ及び主要な取り組み 
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穂高中央児童館： 地域の色々な人とふれあえる場に 

主要事業内容 

一昨年から行い好評を得ている「手形足形アート」を継続し、併せて同時開催している育児相談もより

多くの方に気軽に利用していただくことを目指します。また、乳児期における子どもとのふれあいの大切さを

親が学ぶ場として、「タッチケア」や助産師さんによる講座を計画していきます。 

また、昔遊びなどの〝達人〟として地域の方に関わって貰うことで、児童の遊びを深め、挑戦する気持

ちを育むと共に、子どもと地域の方々との繋がりを広げていきます。 

【指標】  月間来館者数              【目標数値】 平均 200 人 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

穂高西部児童館： 地域、子ども達、子育て世帯、社会資源など、あらゆるものが児童館でつながるよう、 

新たな生活様式に沿った運営の中で体現していく 

主要事業内容 

3年間実施してきた「のんびりカフェ」は、新型コロナ対応における新たな生活様式も考慮した上で、令和3

年度は実施を見合わせます。月2回あった「のんびりカフェ」に代わる新たな行事として、 

① 親子のスキンシップを目的とした「親子でふれあうベビーマッサージ」 

② 自宅に持ち帰れる「作って飾ろう季節の工作」 

を実施します。新規利用者を増やし、児童館を繰り返し来館・利用して貰えるようになることを目指します。 

【指標】 参加者数 / 実施回数     【目標数値】 ①②ともに 1 回につき 5 組 / ①②ともに年 12 回 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

穂高北部児童館： ほっとできるつながり、続けよう 

主要事業内容 

・「ハッピーバースデイ」…申込不要の誕生会。参加者全員でお子さんの成長と誕生日をお祝いします。 

・「ぴよぴよほっとカフェ」･1 歳未満の子育て家庭、マタニティの方を対象としたカフェ形式の交流会です。 

・「キッズパーク」…年間登録制の子育てサークル形式の事業です。 

以上を含む子育て支援事業に焦点を絞り、児童館デビューや親の仲間づくりを支援し、子育て世代の

不安感・孤独感の軽減を図ります。地域の方に得意とする事を活かし、ご協力いただく機会も積極的に創

出します。 

【指標】 ①事業への参加者数  ②地域の方の協力者数  ③キッズパーク登録者数  

【目標数値】 ①1 回 8 組   ②1 回 2 名   ③各年齢 8 組 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 
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三郷児童館： み～んなあつまれ！ 

主要事業内容 

昨年度に引き続き、児童館が、さまざまな人が集い繋がる「架け橋」の場となることを目指し、「児童館で

過ごす楽しさ」をより一層感じて貰える取り組みをしていきます。その中においては、例えば事業において来

館者自身が講師を担うなど、来館者に、より主体的に児童館事業に関わって貰うことを目指します。 

また青少年育成事業においては、スポーツトレーナーの講師を月１回招き、体を動かして遊ぶ楽しさを

より多くの子どもたちが体験できるよう支援します。 

【指標】 青少年育成事業のアンケートによる満足度   【目標数値】 「ほぼ満足」が 80%以上 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

堀金児童館： 〝児童館に行こう、協力しよう〟と思って貰える事業づくり 

主要事業内容 

コロナ禍で児童館に行く事、協力する事を不安に思っている方がいる中、例えば 1 回の参加者数を減ら

し実施回数を増やす〝分散型〟や〝参加者固定型〟など、開催方法を工夫しながら事業を行うことで、

ボランティアのみなさんや利用者同士の交流・支え合いの関係づくりに努めています。 

今後は、ボランティアのみなさんへのお手紙配布、開催日や内容を選択できる事業、インターネットでの

事業紹介、子育てに関する電話相談対応等を通じて、児童館や地域の方々の新たなつながり・支え合え

る関係づくりを進めていきます。多くの地域の方々に「児童館に行こう、協力しよう」と思って貰えることを目

指します。 

【指標】 ボランティアのみなさんや地域住民の講師へのお手紙     【目標数値】 年 4 回 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 

 

 

 

明科児童館：  「第 2 章 あかしなキッズワールド」 新しい安心と出会いを明科で！ 

主要事業内容 

昨年度からの主要事業「あかしなキッズワールド」の「第 2 章」を通して、子育て家庭と地域のさまざまな

人達との交流の場となるようにします。 ①地域の方に講師になってもらい、さまざまな配慮や工夫をしなが

ら、コロナ禍でも交流が深められるような新規内容を実施します。 ②キッズワールドイベントの充実（季節ご

とに、電車の行先をリニューアル）。 ③子育て相談カードを導入し、相談日以外でも利用者と育児相談

員、職員のつながりを深め、安心して子育てができるような環境づくりを目指します。 

【指標】  1 日の未就園児親子来館者数        【目標数値】  10 組以上 

中間評価 

 

 

 

結果・評価 
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介 護 事 業 課 

職員を対象とした説明会で、 

ビジョンのカードを配布しました。 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 居宅介護支援事業/介護予防支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/居宅介護支援事業 

 

目的と概要 要介護者及び要支援者が、必要なサービスを適切に利用し、できる限り自立し

た生活が行えるよう、居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）が本人及び家族の

意向や心身の状況、環境等を勘案してケアプラン（又は予防プラン）を作成し、サ

ービス事業者との連絡調整等を行うサービスです。この内、要支援者（予防給付

の対象者）に対する介護予防支援事業は安曇野市からの受託事業です。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 ケアマネジャーの質を高めることで、利用者等からの信頼を高めます。 

指標と数値 社内外の事業所を対象としたアンケートを実施します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

ケアプラン及び予防プランの作成件数 （件） 

項 目 H28  H29  H30 R1 R2 見込 R3 目標 

介 護 7,468 7,108 7,095 7,095 7,578 7,550 

予 防 3,451 3,603 3,879 3,879 4,016 3,800 

合 計 10,919 10,711 10,974 10,974 11,594 11,350 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 通所介護事業（デイサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/通所介護事業 

 

目的と概要 介護が必要な方を自宅まで送迎し、食事（昼）、入浴、機能訓練及びレクリエーシ

ョン等の日中のサービスを提供します。事業対象者・要支援・要介護の方の重度化

予防（身体面、認知面双方）と介護者の介護負担軽減に資することで、在宅生活の

継続に貢献します。安曇野市の指定管理４施設と法人所有１施設にて運営していま

す。 

 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 通所介護の経営を担う人材を育成し経営安定化を推進するために、主任への研修を行います。 

指標と数値 
①職務基準書の見直しを行い主任の役割を明確にします。 

②主任を対象とした人材育成研修を年 6 回開催します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービス利用延人数 （人） 

事業所名 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

豊科デイ 11,936 11,528 10,267 9,477 9,300 11,341 

穂高デイ 9,189 8,624 9,098 9,163 8,900 9,647 

三郷デイ 10,785 11,065 10,652 10,707 10,100 10,620 

堀金デイ 9,557 10,584 10,424 9,611 9,500 10,568 

明科デイ 8,446 9,044 9,760 9,376 8,800 9,610 

合 計 49,913 50,845 50,201 48,334 46,600 51,786 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 介護福祉士等の専門資格を有するホームヘルパーが、介護の必要な方の自宅

を訪問し、排せつ、食事等の介護（身体介護）や調理、掃除等の家事（生活援助）

のサービスを提供します。家族介護をカバーし、利用者本人の自立をできる限り支

援することで、利用者及び家族の家庭生活
．．．．

を支えるとともに、介護に限らない利用

者周辺の生活課題を「つかみ」、課題解決へ「つなぐ」ことにより、利用者及び家族

の地域生活
．．．．

を支援していくことが目的です。平成 29 年度から「介護予防・日常生

活支援総合事業」の訪問型サービスＡの事業も行っています。 

 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 介護マニュアルを改定することで、訪問介護サービスの質の均一化を図ります。 

指標と数値 利用者ごとにチームを作って、1 事業所あたり 10 人分の個別サービスマニュアルを改正します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護サービス利用延時間 （時間） 

事業所名 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

北部ﾍﾙﾊﾟｰ 14,004 13,905 12,007 12,380 12,942 12,000 

南部ﾍﾙﾊﾟｰ 22,651 21,931 20,971 19,939 20,818 17,000 

東部ﾍﾙﾊﾟｰ 14,072 13,890 13,664 12,641 13,264 10,900 

合 計 50,727 49,726 46,642 44,960 47,024 39,900 
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介護事業課 介護保険サービス事業／障がい福祉サービス事業 

事 業 名 障害者居宅介護事業（障害者・児ホームヘルプサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 障がい者（児）を対象としたホームヘルプサービスで、市内 3 か所（北部・南

部・東部）のホームヘルパーステーションにおいて、介護保険の訪問介護事業と

一体的に運営しています。相談支援専門員や行政担当者は勿論、社協の地域

福祉課とも連携し、利用者及びその家族の生活課題を「つかみ」、課題解決へ

「つなぐ」ことにより、「どんな障がいがあっても、安心して、その人らしく暮らせる地

域づくり」に貢献します。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
障がいの知識、支援技術を向上させ、障がいのある方特有のニーズに対応できるようにすること

で、利用者の自宅での生活の維持、生活の質の向上を図ります。 

指標と数値 障がいに関する研修会・学習の機会を 1 回／年以上実施します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

障害者（児）ホームヘルプサービス利用延時間 （時間） 

事業所 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

北部ﾍﾙﾊﾟｰ 1,360 1,743 1,565 1,632 1,596 1,600 

南部ﾍﾙﾊﾟｰ 4,319 4,406 4,250 4,054 4,446 4,000 

東部ﾍﾙﾊﾟｰ 2,140 2,336 2,292 2,261 2,308 2,000 

合 計 7,819 8,485 8,107 7,947 8,350 7,600 
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介護事業課 介護保険サービス事業/障がい福祉サービス事業 

事 業 名 訪問看護事業 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問看護事業 

 

目的と概要 看護師、理学療法士又は作業療法士が、主治医の指示書に基づいて利用者

の自宅を訪問し、利用者の心身の健康管理、医療機器の管理、排せつや栄養の

管理、スキンケア、リハビリテーション、ターミナルケア等の医療サービスを提供しま

す。医療的なケアが必要な要介護者が、どんな病気や障がいであっても住み慣れ

た家と地域で、安心して、できる限り自立した生活を営めるよう、医療の面から支

援していくことが目的です。事業所は 1 ヶ所（穂高）で、市内全域をカバーします。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
スタッフがお互いを尊重しながら、意見交換できるようにすることで、より活気ある事業所にしてゆきま

す。 

指標と数値 年に 2 回アサーティブトレーニングを実施します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

訪問看護利用延時間 （時間） 

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

介護保険 3,150 3,245 2,726 3,070 3,360 3,000 

医療保険 203 144 326 560 742 550 

合 計 3,353 3,389 3,052 3,630 4,102 3,550 
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介護事業課 その他の事業 

事 業 名 福祉有償運送サービス事業（ＳＴＳ） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 介護保険制度で認定された要介護者及び障がいのある方の内、非課税者を

対象とした通院支援を主な目的とし、認定研修を修了したホームヘルパーが運転

（病院と自宅の送迎）と必要な介助をセットで行うサービスです。 

安曇野市福祉有償運送運営協議会において決定された運行規則に従って運

営されており、明科地区の対象者に限定して実施しています。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 常に安全運転に努め、利用者の状態に応じた適切な介助を行います。 

指標と数値 利用中の状態変化に気を配り、急変時には必要な対処に努めます。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

福祉有償運送サービス事業利用延回数 （回） 

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

利用延回数 485 575 542  490 214 200 
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介護事業課 介護保険サービス事業／その他の事業 

事 業 名 拠点介護予防教室事業 

会計処理区分 社会福祉事業/受託事業/拠点介護予防事業 

 

目的と概要 安曇野市の一般介護予防事業として平成 28 年度から穂高地区、明科地区、

三郷・堀金地区について受託し、1 会場 12 回の教室による事業を開始しました。

この事業の目的は、参加者が要介護状態等になる事を予防すると共に、自主的

な介護予防活動への取り組みを促すもので、当会の様々なネットワークを活用し、

事業の実施と併せて自主活動の継続支援を行います。 

   

 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
これまで介護予防教室や体操教室に参加してこなかった方の参加を促すために体力測定会を開

催します。 

指標と数値 体力測定会を各会場の募集期間に１回ずつ開催します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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障がい福祉課 

営業日：火曜・金曜 （すみれの郷） 

いろんな経験、いろんな育ち ～ 穂高わたぼうし放課後等デイサービス 
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障がい福祉課 相談支援事業 

事 業 名 相談支援事業（相談支援センターぶれす） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/相談支援事業 

 

目的と概要 障がい者（児）が必要なサービスを適切に利用することにより、安心して地域生

活を送ることができるように、本人及び家族の意向や心身の状況等を踏まえ、障

害福祉サービスの利用計画を作成し、定期的に見直しを行います（計画相談支

援・障害児相談支援）。また、施設に入所中又は病院に入院中の障がい者が、退

所（退院）して地域生活に移行するために必要な相談支援を行い（地域移行支

援）、さらに地域生活開始後のフォローも実施します（地域定着支援）。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 障がい福祉サービスの窓口としてきめ細かな情報提供を行い、適切な事業所利用に繋げます。 

指標と数値 プラン作成件数+モニタリング実施数 35 件/月 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

相談センターぶれすの相談支援件数 （件）   ※数値は計画作成及びモニタリングの合計  

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

計画相談 296 279 405 310 337 330 

障害児相談 19 44 70 61 86 85 

地域相談 0 0 0 0 0 0 

合 計 315 323 475 371 423 415 
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障がい福祉課 就労支援事業 

事 業 名 
障害者就労継続支援Ｂ型事業 

（豊科たんぽぽ、堀金かえでの家） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/就労支援Ｂ型事業 

 

目的と概要 一般就労が困難な障がい者に働く場を提供するとともに、社会生活に必要な

能力向上を目的とした訓練を行います。「豊科たんぽぽ」及び「堀金かえでの家」

は、利用者が「できること」を活かし助け合いながら、クッキー、装飾ろうそく、手芸・

工芸品等のオリジナル商品の製造・販売や喫茶コーナー、清掃・洗車及び企業

からの受託事業等に従事して収入を得ています。また、「働く」ことだけではなく、

各々の「暮らし」を豊かにするための知識やスキルを習得することも目指していま

す。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
たんぽぽ：個別支援計画に沿った統一的な支援を実施します。 

かえで ：かえで焼きの新規販売先を開拓し、売り上げ増加につなげます。 

指標と数値 
たんぽぽ：個別目標の掲示、個別支援計画を年 2 回見直し 

かえで  ：かえで焼き 1 ヶ月平均売上 :33 万円 平均工賃月額：30,000 円 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

豊科たんぽぽ ・ 堀金かえでの家の利用延人数及び平均工賃月額  

事業所名及び項目 H28 H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

豊科たんぽぽ 

利用延人数 (人) 

 

4,812 5,019 5,070 4,962 4,786 4,800 

平均工賃月額 （円） 19,032 18,627 19,189 17,548 14，400 15，000 

堀金かえでの家  

利用延人数 （人） 

平均工賃月額 （円） 

3,620 3,976 3,772 4,298 4,346 4,539 

20,896 28,505 30,651 26,712 25,100 30,000 
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ま・めぞん、豊科じゃんぷの利用延人数他 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

ま・めぞん 

利用延人数 （人） 

平均工賃月額（円）  

 

2,386 2,515 2,207 1,811 1,996 2,640 

45,955 45,274 43,034 34,701 32,470 26,025 

豊科じゃんぷ 

利用延人数 （人） 

一般就労（人） 

※豊科じゃんぷ H28～R1 は就労移行支援事業所の実績 

1,517 1,615 1,618 1,002 172 1,210 

4 4 4 3 0 0 

 

 

 

障がい福祉課 就労支援事業 

事 業 名 
障害者就労継続支援Ｂ型事業 

（ま・めぞん、豊科じゃんぷ） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/就労継続支援 B 型事業 

目的と概要 一般就労が困難な障がい者に働く場を提供するとともに、社会生活に必要な能

力向上を目的とした訓練を行います。 「ま・めぞん」では安曇野市産の大豆にこだ

わり、安全安心で高品質な豆腐作りと販売を行い、やりがいを感じながら仕事を続

けられるように支援を行います。 

「豊科じゃんぷ」では、「一般就労を目指す B型事業所」として、多くの企業見学

や職場体験を通し、「自分で見る、知る、やってみることで分かる」を大事にした支

援を行います。 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

ま・めぞん：利用者の工賃アップを図るため、大口販売先を開拓します。 

じゃんぷ ：「就労を目指す B 型」としての説明を積極的に行い、ニーズに合った利用者獲得につな

げます。 

指標と数値 
ま・めぞん：大口販売先 3 か所，1 日あたり豆腐販売： 豆乳販売：15 本/日 

じゃんぷ ：利用者数 6 名 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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障がい福祉課 地域活動支援センター 

事 業 名 
地域活動支援センター事業 

（穂高わたぼうし、三郷すみれの郷、明科ふきぼこの家） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/地域活動支援センター受託事業 

 

目的と概要 障がい者が「身近で安心して過ごせる場」で、障がいの程度に合わせて必要な

医療的ケア又は日常生活のケアを受けながら、作業活動、余暇活動及び地域と

の交流等を行う事業です。利用者の「できること」を活かし、「やりたいこと」を尊重し

て、仲間と楽しく豊かな時間をつくるとともに、生活技能や社会性の習得、さらには

社会参加の機会を提供することが目的です。また、手工芸品等の自主製品の販

売収入は工賃として利用者に支給されます。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

わたぼうし：適正なサービス利用が出来るよう、利用者ニーズの把握を強化します。 

すみれ：仕事と余暇活動のバランスを図り、心身共に健康で通所できるようにします。 

ふきぼこ：リフレッシュの機会を持ち、心身のバランスを保つことで日々の活動を充実します。 

指標と数値 

わたぼうし：保護者面談 1～2 回/年 

すみれ：余暇活動、レクリエーション等 2 回/週 

ふきぼこ：余暇活動、散歩等 1 回/週 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

地域活動支援センター利用延人数 （人） 

事業所名 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

穂高わたぼうし 2,126 2,012 1,911 1,806 2,000 2,100 

三郷すみれの郷 1,702 1,777 1,694 1,349 1,093 1,020 

明科ふきぼこの家 1,895 1,982 2,147 2,550 2,600 2,640 
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障がい福祉課 生活介護事業等 

事 業 名 
障害者生活介護/児童発達支援/放課後等デイサービス事業 

（ほっぷライフ・穂高わたぼうし） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/障がい者デイサービスセンター事業 

 

目的と概要 介護が必要な障がい者（児）を対象としたデイサービスで、「障害者生活介護」

は 18 歳以上、「児童発達支援」は未就学児童、「放課後等デイサービス」は就

学中の障がい児が対象です。「ほっぷライフ」ではこれらのサービスを一体的に運

営しています。看護師配置を手厚くし、かつ介護スタッフの専門性を高めることに

より、医療的ケアが必要な重度の障がい者（児）を積極的に受け入れています。

また、安全を確保した上で「ほっぷライフならでは」の楽しい活動や外出等のメニ

ューを揃えています。「穂高わたぼうし放課後等デイサービス」では、様々な療育

プログラムを提供し、楽しく体験しながら社会生活に役立てていけるよう支援して

います。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

ほっぷライフ：職員体制を整え、相談員との連携を大切にし、利用を望んでいる方を積極的に受け

入れていきます。 

わたぼうし： より専門的な支援や療育が行えるよう職員のスキルアップを図ります. 

指標と数値 
ほっぷライフ：新規利用者５名以上、現登録者の利用日増５名以上 

わたぼうし：国家資格取得 1 名以上、研修会参加 1 回/2 ヶ月 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

ほっぷライフ・わたぼうし利用延人数 （人） 

事業所 項 目 H28  H29 H30 R1 R2 見込 R3 目標 

ほっぷ 

ライフ 

生活介護 3,057  2,758 2,684 2,694 2,700 3,200 

放課後デイ 1,762  1,721 1,502 1,276 800 1,000 

日中一時 73  98 62 80 50 80 

わたぼうし 放課後デイ ---  --- 2,893 2,902 2,573 2,400 
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わたしたちがめざす職員像  

「社協人」とは。 
 
「支えあい 誰もが安心して暮らせる福祉のまち 安曇野」の実現をめざす

チームの一員
．．．．．．

としての自覚と責任を持ち、チーム目標の達成に向けて、

各々の専門性、能力、経験、個性及び感性を大いに発揮します。また、何

よりも健康と仲間を大切にし、互いに認め合い、支え合い、高め合って成長

しようとする職員です。 

の推進を支援していきます。 

 

な ろ う よ 、社協人

に！ 

マン 

総 務 課 
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R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
発車前の車両点検を徹底するべく、月に１回の周知を行うとともに、運転者自身の体調をチェックす

るシートを作成し、運転前のチェックを実施することにより、交通事故の防止を図ります。 

指標と数値 無事故を目指します。 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的と概要 各職員が公用車 130 台又は借上げ車両の運転者として、利用者の送迎や訪

問業務に就いています。業務上の車両事故を防ぐだけではなく、安曇野市全体の

交通安全の向上に資することが求められます。 

 

総務課 人事/リスクマネジメント 

事業名 交通事故の防止 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

みんなで守ろう！ 『社協走り』 

１  乗る前の 周囲確認 忘れない 

２  昼点灯 ライトと気持ち
．．．

の スイッチＯＮ 

３  遅れても いつもの道を 選ぶべし 

４  急ぐほど ゆっくり走るが 社協人 

５  交差点 3回止まって 右・左 

６  むこうでも 止まるはずだ と思っている 

７  行けるかな そう思ったら 止まりましょう 

８  青信号でも 左右確認 走行注意 

９  路地からは こども 自転車 お年寄り 

１０  ゆずりましょう やさしい笑顔と 手のひらで 
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目的と概要 職員に、やりがいをもって仕事の責任と役割を果たしてもらう一方、家庭や地

域、友人や趣味などに関わる個人の大切な時間が確保できるよう努めることもまた

法人にとって大切な役割であると捉えます。仕事と生活双方の調和を重んじ、職

員の豊かな人生に資することを目指します。昨年度からは一般職の正規化に伴

い、ボランティア休暇を有給休暇とし、職員のプライベートをより充実させることとし

ました。引き続き有給休暇の取得を促進します。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 有給休暇の計画的取得のため、職員の取得状況について確認を行います。 

指標と数値 年度内に有給休暇５日の取得 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

月平均残業時間及び平均年休取得率   

項目 H28 H29  H30 R1 R2 見込 R3 目標 

月平均残業時間  総合職 8.72  9.07 8.49 8.95 7.50 7.5 

一般職 5.54 4.86 4.96 4.76 3.00 3.5 

10 時間未満達成事業所 67.5％ 68.9％ 78.3％ 66.0％ 77.7％ 80％ 

平均年休取得率 総合職 37.2％ 35.1％ 38.3％ 49.7％ 45％ 45％ 

一般職 55.7％ 56.4％ 58.5％ 68.3％ 60％ 60％ 

専任職 56.3％ 65.4％ 66.2％ 70.4％ 70％ 70％ 

 

 

 

 

 

 

総務課 人事/ワークライフバランスの実現 

事業名 ワークライフバランスのとれた職場の実現 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/法人運営事業 
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総務課 人事/多様な働き手の就業促進 

事業名 障がい者の雇用 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

 

目的と概要 働きたいという障がい者のニーズに対し、当会の職員として雇用を促進します。

そのために必要な支援を行いながら、障がいを持つ職員が生き生きと働ける「場」

を積極的につくることで、職員全員が働きやすい職場づくりに貢献していきます。 

   

 

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

各課と協力し障がい者が働くことのできる「場」を見出します。また、ハローワークに協力を求めながら、

就業可能な求職者とのマッチングを行います。さらに、障がい福祉課と連携し就業後の定着支援を図

ります。 

指標と数値 新規障がい者雇用：1 名 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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総務課 人事/納得性の高い人事制度の実現 

事業名 人事評価制度の導入 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

 

目的と概要 職員が働きがいを持てる環境、職員が働きやすい環境を整備するためには、公

平で適正な処遇体系を確立することが重要です。職員の成果が適切に評価される

納得性の高い制度の構築は、職員の法人に対する貢献度を高めることにもつながり

ます。その実現のために、人事評価制度の検討を進めます。それによって法人が望

む職員像を明確にしながら、そこを目指す職員の育成につなげることで、最終的に

法人全体のサービスの向上を図ります。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
目標設定や評価者研修を通じ、適正な評価が行えるよう評価精度の向上を目指します。また、面談を

通じ評価結果の通知を行うことで、新たな目標設定や能力の向上を図っていきます。 

指標と数値 評価者研修の実施 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 
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総務課 情報発信の充実 

事業名 広報誌の発行・ﾎｰﾑページの更新 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/法人運営事業 

 

目的と概要 広報誌やホームページで情報発信の充実を図ります。依然としてある「社協の

知名度が低い」「市と区別がつかない」という住民の声にどう対応するかが課題で

す。その課題解決により住民の地域福祉への理解を一層深めることもねらいとしま

す。 

   

R3 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
広報誌・ホームページへの掲載について、掲載内容が地域福祉の観点から捉えたものであることを

各課と連携し確認しながら行います。また、知名度を上げる具体的方策を研究します。 

指標と数値 訪問者数： 200 人/日 （現在 140 人/日） 

結果と評価 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

今後の方針 評価基準日（上半期 3.9.30 / 年度末見込み 4.1.31 / 総括 4.3.31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ・広報誌は皆様と一緒

に作っていきます。ご意見・ご提案を

お待ちしています！ 
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ＤＡＴＡ その他データ（検診・研修・広報・役員会等） 

 

 

 

 

  

 

 検診等の実施計画 

検診等 実施期間・回数 会場 対象 

基本健診 8/1～9/30 （6 回） 予定 本所・各支

所 

全職員 

乳がん検診 8/1～8/31 （3 回） 予定 女性職員 

子宮がん検診 個別実施 女性職員 

インフルエンザ予防接種 11/10～12/8 （5 回） 予定 全職員 

産業医の面接指導 11/20～12/22 （4 回） 予定 該当者 

 法人内職員研修の実施計画 （総務課主催のみ） 

研修名 開催予定回数   

新任職員研修 ２回（上半期・下半期）   

財務研修 ２回（上半期・下半期）   

人事労務管理研修 ２回   

接遇研修 １回   

評価者研修 １回   

安全衛生研修 1 回   

災害時対応研修（総合職員対象） １回   

コース別研修 各２回   

 広報誌等の発行計画  

種 類 発行予定 

社協だより あづみん 

（10 頁版） 

年 6 回 偶数月 

93 号～98 号 

あづみん お知らせ版 年 6 回 奇数月 

 役員会等の開催計画  

会議名 開催日 会場 

理事会 5 月、6 月、11 月、3 月 堀金 

評議員会 6 月、11 月、3 月 堀金 

経営会議 1 回/月 本所外 


